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第
一

國
際

敎

中
國
宗
敎

究
靑
年
學

論
壇
に
つ
い
て

二

ノ

宮

聰

二
〇
一
五
年
八

二
〇
日
、
二
一
日
の
二
日

、
北
京
大
學
哲

學
系
に
お
い
て
「
第
一
回
國
際

敎
お
よ
び
中
國
宗
敎

究
靑
年

學

會
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
の
參
加

は
筆

一
人

で
あ
っ
た
た
め
、

で
は
あ
る
が
會
議
の
報

を
お
こ
な
い
た

い
。本

會
議
は
、
そ
の
名

に
も
あ
る
よ
う
に
若
手
の

敎

究

の

究
報

や
交
流
を
目

と
し
て
い
る
。
參
加

は
中
國
（
七

名
）、
ア
メ
リ
カ
（
三
名
）、
フ
ラ
ン
ス
（
一
名
）、
日
本
（
一
名
）

で
あ
り
、

に
博
士
課

に
在

、
ま
た
は
博
士
學
位
取
得
後

も
な
い

で
あ
る
。

會
議
の
詳
細
を

べ
る

に
、
本
會
議
開
催
の
背
景
を

に

紹
介
し
た
い
。
本
會
議
は
北
京
大
學
哲
學
系
が

催
、
太
和
基
金�１
）

が
協

し
て
い
る
。
太
和
基
金
は
、
二
〇
一
五
年
一

に
北
京
大

學
、
ブ
ラ
ウ
ン
大
學
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
の
敎
員
や
博
士
課

の

學
生
が
中
心
と
な
り
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ス
ト
ン
で
設
立
さ
れ
た
非
營

利
學

團
體
で
あ
る
。
そ
の
活
動

容
は
、
中
國
本
土
お
よ
び
世

界
各
國
で

敎

究
の
推

、
若
手

究

の
相
互
交
流
を

た

る
目

と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
の
下
、
本
會
議
は

の

國
際
會
議
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

本
會
議
は
「
靈
性
與
超
越：

從
身
體
到

本

宗
敎
叙

」
を

五
五
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國
際
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テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に
二
名
の
發
表

が
そ

れ
ぞ
れ
二
五
分
の
發
表
を
英
語
ま
た
は
中
國
語
で
お
こ
な
っ
た
。

發
表
の
後
、

容
の
レ
ビ
ュ
ー
が
十
分

、
そ
し
て
二
十
分
の
自

由
討
論
と
な
る
。
レ
ビ
ュ
ー
は
各
大
學
で
學
生
指

に
あ
た
っ
て

お
ら
れ
る
先
生
方
が

當
さ
れ
た
。
發
表
題
目
と
發
表

は
以
下

の

り
で
あ
る
（
な
お
、
コ
メ
ン
ト

當

の
順
番
に
若
干
の
變
更

が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
從
い
記
す
）。

八

二
〇
日

開
會
の
辭

王
博
・
汪
桂
平
・

昱
・
劉

第
一
組

・
劉

（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
博
士
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
學
ブ
ラ
ウ

ン
校
准
敎
授
）

D
ying to L

ive:
M

edicine and A
lchem

y
 

of T
ao H

ongJing

・

梧
（
北
京
中
醫
藥
大
學

師
）

孫
思

「
十
三
鬼
穴
」

見

敎
針
灸
思
想

レ
ビ
ュ
ー：

汪
桂
平
（
中
國
社
會
科
學
院
）

第
二
組

・
二
ノ
宮
聰
（
關
西
大
學

究
員
）

北
京

碧
霞
元
君
信
仰
｜
以

妙
峯
山
廟
會
爲
中
心
｜

・

松
（
北
京
大
學
哲
學
系
副
敎
授
）

元
氣
、
天
心
與
太
平
｜

『
太
平
經
』
中

見

「
心
」

其
思
想

義

レ
ビ
ュ
ー：

陳
霞
（
中
國
社
會
科
學
院
）

第
三
組

・L
arson D

i F
iori

（
ブ
ラ
ウ
ン
大
學
博
士
課

）

T
he D

evel-

opm
ent of L

aozi in Z
huangzi

・
易
宏
（
北
京
大
學
哲
學
博
士
、
北
京
大
學

史

源

究

、

北
京
大
學

與
家
長
敎
育

究

）
「

」
脈
「
眞
」
源

略
探

レ
ビ
ュ
ー：

昱
（
北
京
師
範
大
學
）
╱

偉

（
北
京
師
範
大

學
）
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八

二
一
日

第
四
組

・
巫
能
昌
（
フ
ラ
ン
ス
高
等

究
實

學
院
�EP

H
E

）宗
敎
學
部
博

士
）

禁
罐：
一
種
法
師
傳
統
之
實

・
郭
碩
知
（
中
央
民
族
大
學
博
士
課

・
中
國

敎
學
院
敎
師
）

五

顯
信
仰
源
流
略

レ
ビ
ュ
ー：

尹
志
華
（
中
國

敎
協
會
）

第
五
組

・
謝
波
（
北
京
大
學
博
士
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
學
東
ア
ジ
ア
學
部

博
士
課

）

A
 
C
row

ded R
ealm

:
A
n A

nalysis of the
 

C
onstruction of the W

orld of Internal Im
m

ortals in
 

L
aoziZ

hongjing

・
魏
孟
飛
（
中
國
社
會
科
學
院
哲
學
系
博
士
課

）

論
武

修
身

レ
ビ
ュ
ー：

張
廣
保
（
中
國
社
會
科
學
院
）

第
六
組

・
田
禾
（
北
京
大
學
哲
學
與
宗
敎
學
系
博
士
課

）

錯
綜

實：

早
期
靈
寶
經
中

「
十
戒
」

・

努
魯
（
北
京
大
學
哲
學
與
宗
敎
學
系
博
士
課

）
『
政
和
五
禮

新
儀
・
吉
禮
』
中

「
大
祀
」
變
革
與
徽
宗
崇

レ
ビ
ュ
ー：

劉

總
合
討
論

劉

氏
は
、
陶
宏
景
の

丹
法
や
藥
に
關
す
る
記

の

討
を

じ
て
、
六

か
ら

代
に
か
け
て
の
中
國
の
丹
藥
と
宗
敎
に
つ

い
て
考
察
し
た
。
中
で
も
丹
藥
や
宗
敎
に
お
け
る
毒
の
取
り

い

に
つ
い
て

討
す
る
こ
と
で
、
陶
宏
景
の
丹
藥
の
效
用
に
關
す
る

識
や
毒
物
は
有

で
は
あ
る
が
用
い
方
に
よ
っ
て
は
有
用
で
あ

る
と
考
え
て
い
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

べ
た
。

梧
氏
は
、
針
灸
で
用
い
ら
れ
る
「
十
三
鬼
穴
」
に
つ
い
て
考

察
を
お
こ
な
っ
た
。
十
三
鬼
穴
に
つ
い
て
は
、
孫
思

が
記

、

整
理
し
て
お
り
、

鬼
に
と
り
つ
か
れ
引
き

こ
さ
れ
る

神
疾

患
を
治
療
す
る
ツ
ボ
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
國
醫
學
と

敎
の
二
つ
の

點
か
ら

討
す
る
こ
と
で
、
南
北

か
ら

代
に

お
い
て

敎
と
中
國
醫
學
が
密
接
な
關
係
に
あ
る
こ
と
を

べ
た
。
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二
ノ
宮
は
、
淸
末
か
ら
民
國
時
期
の
北
京
を
代
表
す
る
信
仰
で

あ
っ
た
碧
霞
元
君
に
つ
い
て
、
妙
峯
山
廟
會
を
例
に
、
碧
霞
元
君

信
仰
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
妙
峯
山
廟
會
に
つ
い
て
は

剛
に
よ
る
詳
細
な

査
が
實
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

査

料
を
手
掛
か
り
に
當
時
の
民
衆
の
信
仰
の

子
に
つ
い
て

討
し

た
。

松
氏
は
、『
太
平
經
』
に
み
ら
れ
る
元
氣
、
天
心
、
太
平

の
三
つ
の

念
を
手
掛
か
り
に
、

代
の
思
想

背
景
下
に
あ
る

『
太
平
經
』
の
特

お
よ
び

代
思
想
の
特

に
つ
い
て
考
察
し

た
。「
心
」
に
關
す
る

念
は
、『
太
平
經
』
の
元
氣

か
ら
發
展

し
た
宇
宙

や
身
體

と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
が

展
開
さ
れ
人
神

や
政
治
思
想
へ
と
つ
な
が
る
。
こ
こ
か
ら
、
心

の

念
と
『
太
平
經
』
を

じ
て

代
思
想
に
お
け
る
『
太
平

經
』
の
思
想

容
に
つ
い
て

討
し
た
。

L
arson D

i F
iori

氏
は
、『
莊
子
』
や
『
禮
記
』「
曾
子
問
」

に
見
ら
れ
る
老
子
に
つ
い
て
の
記

部
分
の

討
を
す
る
こ
と
で
、

老
子
の
故
事
や
人
物
像
の
形

に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
っ

た
。
特
に
、
老
子
が
思
想
家
と
し
て
重

さ
れ
、

を

體

し
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
く

を

討
し
た
。

易
宏
氏
は
、

家

敎
の
中
心

念
で
あ
る
「

」
と

「
眞
」
に
つ
い
て

字
學

點
か
ら

討
を
お
こ
な
っ
た
。

「

」
は
子
宮
の
中
で
生
育
し
て
い
る

態
を
表
し
、
眞
は
お
腹

の
中
の
胎
兒
の

味
で
あ
る
。
こ
の
二

字
は
ど
ち
ら
も
胎
兒
を

味
し
、
胎
兒
の
出
生
は

理
や
必
然
の

と
い
う

味
に
展
開

す
る
。
よ
っ
て

と
眞
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
自
ず
か
ら

家

敎
の
形

や
發
展
を

討
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
し
た
。

巫
能
昌
氏
は
、『
後
天
藏
禁
科
』
お
よ
び
『
藏
禁
科
』
を
も
と

に
禁
罐
科
儀
に
つ
い
て

討
を
お
こ
な
っ
た
。
禁
罐
科
儀
と
は
、

く
な
っ
た
子
供
の
魂
を
陶

製
の
罐
に

字

り
閉
じ

め
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
魂
が

鬼
に
襲
わ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
。

氏
は
、
禁
罐
科
儀
に
つ
い
て
宋
代
以
降
の
變

、
さ
ら
に
現
在
の

科
儀
の

況
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。

郭
碩
知
氏
は
、
五
顯
神
に
つ
い
て
、
ま
ず
信
仰
の

源
に
つ
い

て

證
し
、
そ
の
後
、
佛
敎
や

敎
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
し
て
元

代
に

敎
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
以
降
、

敎
の
中
で
の
變

に
つ
い
て

討
し
た
。

五
八

第
一

國
際

敎

中
國
宗
敎

究
靑
年
學

論
壇
に
つ
い
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謝
波
氏
は
、『
雲

七
籤
』
に
見
ら
れ
る
『
老
子
中
經
』
を
手

掛
か
り
に
、
存
思
や

丹
に
つ
い
て

討
を
お
こ
な
っ
た
。
氏
は

『
老
子
中
經
』
に

べ
ら
れ
る
人
體
と
氣
の
關
係
、
身
體
と
修

に
つ
い
て
詳
細
に
考
察
し
た
。

魏
孟
飛
氏
は
、
中
國
武

で
實

さ
れ
る
修
身
に
つ
い
て

討

し
た
。
氏
は
ま
ず
、
經
典
に
見
ら
れ
る
修
身
の

味
に
つ
い
て

證
を
お
こ
な
っ
た
。

に
傳
統

に
お
け
る
修
身
の

義
に
つ

い
て
考
察
し
、

後
に
中
國
武

に
お
け
る
修
身
に
つ
い
て

討

を
お
こ
な
っ
た
。

田
禾
氏
は
、

期
靈
寶
經
を
詳
細
に
讀
み
解
く
と
、
そ
の

纂

や
靈
寶
經
の
發
展

と
い
う
細
か
な
部
分
を
解
讀
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
十
戒
の
經

、
戒
の

點
、

戒
と
儀
式
と
い
う
三
方
面
か
ら
十
戒
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

期

靈
寶
經
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。

努
魯
氏
は
、『
政
和
五
禮
新
儀
』「
吉
禮
」
中
の
「
大
祀
」
と

『
太
常
因
革
禮
』「
吉
禮
」
に
記
載
さ
れ
る
「
大
祀
」
に
つ
い
て

證
す
る
こ
と
で
、
徽
宗

以

と
以
後
の
大
祀
の

い
に
つ
い
て

考
察
し
た
。
そ
し
て
大
祀
の

立

に
つ
い
て

討
す
る
こ
と

で
、

敎
や
五
行
、
緯
書

念
思
想
と
の
關
係
を
整
理
し
た
。

後
に
、
徽
宗
が
郊
祀
す
る
際
に
あ
ら
わ
れ
た
「
祥
異
」
事
件
と

敎
の
關
係
を

討
し
た
。

以
上
が
各
報

の

略
で
あ
る
。
レ
ビ
ュ
ー
を

當
し
た
先
生

方
は
、
發
表

容
に
對
す
る

見
と
い
う
よ
り
は
、

に
そ
の

究
の
價
値
や
今
後
の

究
の
方
向
性
を
示
す
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
が

中
心
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
ま
た
會
場
に
は
北
京
大
學
の
先

生
を
中
心
に
多
く
の
中
國
の

敎

究

の
先
生
が
來
場
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
先
生
方
か
ら
も
發
表

に
對
し
て
多
く
の

見

が
出
さ
れ
た
。

今
回
の
會
議
は
、
若
手

敎

究

を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
う
し
た
趣
旨
の
會
議
は
他
で
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
。
各
國

の

究

と
直
接
交
流
す
る
こ
と
は
、

段
、
論

な
ど
で
知
り

得
る
以
上
に
多
く
の

報
を
共
有
す
る
機
會
と
な
っ
た
。
そ
の
た

め
各
國
の
若
手

究

の

報
交
換
の
場
と
し
て
も
非
常
に
貴
重

な
機
會
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

五
九
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一

國
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敎
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宗
敎
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註�１
）

太
和
基
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
サ
イ
ト
を
參
照
さ
れ
た

い
。

h
ttp: //w

w
w
.ta
ih
efo
un
d
a
tio
n.o
rg
/cn
/in
d
ex
.h
tm
l

六
〇

第
一

國
際

敎

中
國
宗
敎

究
靑
年
學

論
壇
に
つ
い
て


